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今回はこれをさりげなく感じたお蔭で、旅

の疲れはまったく有りませんでしたよ。

少し出来過ぎた旅だったかも…。

冬のボストンは寒い！今シーズンはとに

かく雪が多く、小生が訪れた時は記録的

な大雪でした。もはや寒さは東海岸の北、

ニューイングランドへ来た証だと観念。め

いっぱいエンジョイすることにしました。

この街を取り上げるのはこれで3回目。優

れた教育機関の集まる ｢学問の聖地｣と

か、アメリカ人の「心の故郷｣といった切り

口で紹介しましたが、今回は大げさな題目

は掲げず、気楽に下町をそぞろ歩く感覚

でみていきましょう。

街を歩いてまず気が付くのは、歴史的建

物が現役で活躍していること。過去にい

かなる有名人が住んでいた住居でも、観

光や博物館的な利用はされず、今を生き

ている人々 によって住み継がれ、生きた建

物として使われています。

この辺の感覚が日本と少し違って面白い

というか、勿体ない感じもします。また、で

こぼこの古い石畳の歩道を歩くと、現代

風で個性的な店が軒を連ねます。下町な

のにどの店もお洒落で、｢本当にアメリカ

なの？｣と疑ってしまいました。なぜならア

メリカはオシャレというよりもビビッドで新

しいというイメージがあるものですから。

食事も他の街にあるレストランと比べて味

が繊細で上品だし店内の雰囲気も穏やか

でシンプル。ここはニューイングランドなだ

けにヨーロッパと感覚が近いのかもしれま

せん。日本人にも非常に受け入れられ易

いでしょう。ホノルルの次に日本人に人気

ある都市に挙げられているのも頷けます。

買い物大好きな小生にとっては来る度に

お洒落な小物を見つけるのが楽しみです。

こんなさりげなさの中に観光都市の顔が

あります。お仕着せられたものでなく、訪

れた人が心地よいと感じられるかが勝負。

｢疲れない｣というのが大事なコンセプトで

しょう。アジアの大都市は、活気があると

も言いますが頑張り過ぎ、楽しみを強いら

れているようで少し疲れます。日本も成長

戦略の一環として、観光立国をスローガン

にあの手この手で外国人観光客を集めよ

うとしています。メジャーな京都や奈良など

は別格として、地方都市は生き残りをかけ

た戦として力が入っているでしょうが、あま

りそれを全面に出し過ぎず、さりげなさも

必要かもしれません。人間が最後に街に

求めるものは ｢優しさ｣なのです。

雪化粧のボストンコモンと古い石畳の下町風景。うーん、さりげ
なくて心が癒やされる（ものすごく寒かったけど）
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